
●ゲストティーチャー：アルビレックス新潟レディースの選手・コーチ・スタッフの皆さま

日本女子プロサッカーチーム・アルビレックス新潟レディースの皆さま（FW新堀華波選手・GK久野吹雪選

手・德永コーチ・熊倉コーチ・サポートスタッフ榎本さん）をお招きしました。WEリーグで大活躍されてい

ます。

選手お二人のご紹介や、試合のハイライト

視聴のあと、経歴・サッカー選手を目指し

た理由・1日のスケジュール・好きな食べ

物・気を使っていることなどお話いただき

ました。

「サッカーはボール一つで試合

ができる」德永コーチからのお

言葉がみんなの心に響きます。

ボール遊びでのウォーミング

アップ、あちこちから楽しそ

うな声が聞こえてきました。

試合では、みんな真剣です！ですが、時には友達を蹴らないよう気を遣ったり、ボールが当たった人にみん

なで大丈夫？と集まったり。心優しいつばさっ子の顔が垣間見えた場面もありました。

「今何をしなければならないか考えるのは大事」「あきらめず続け

る」「没頭している大好きなことに色々な刺激を受けて挑戦していっ

てほしい」など、たくさんのあたたかな応援メッセージをいただきま

した。



小さい頃から、虫や動物が好き

だったそうです。

サッカーやモルク、こま・けん

玉、工作など多趣味でいらっ

しゃいます。

●ゲストティーチャー：宮下動物病院・宮下院⾧

つばさ地区にある動物病院「宮下動物病院」の宮下院⾧をお招きしました。犬と猫を専門で診ていらっしゃ

います。

獣医になるまでの経緯、仕事の内容などお話いただきました。

病院内にある各部屋、機器や器具、診察・手術・治療時の写真を映しながら、分かりやすく丁寧な説明を

して下さいました。

犬・猫も

人間と同じよ

うな病気にな

るそうです。

仕事をしている中で嬉しいこと、大変なこと、心がけていることなどもお話いただきました。

「命の大切さを感じながら、家

族や仲間、そして自分を大切

に！」など、心に残るメッセー

ジをたくさんいただきました。



●ゲストティーチャー：らーめん源次郎 今井副店⾧

つばさ地区にある「らーめん源次郎」の今井副店⾧をお招きしました。和モダンな店舗が素敵な老若男女問

わず人気のラーメン店です。店⾧のご実家（農家）からの新鮮な野菜をいただけるのも魅力の一つのお店で

す。

お店の紹介、仕事に就くまでのこと、仕事の内容、大変なこ

とややりがいなどお話していただきました。

ラーメン店で働くには、

・資格ではなく経験が大事

・立ち作業が多く、重いスープを何度も混ぜるなど、体力が

必要

とのことです。

一人一人、湯切り体験をしました。

湯切りの道具を「てご」というのだそうです。

ふきんをラーメンに見立てました。

ふきんをてごに入れ、お湯の代わりに水で濡らし、水切りし

ます。

体験前に、お手本を見せていただきました。

水切りでの「てご」の角度や力加減がなかなか難しく、ふきんが床に飛んでしまう場面も見られましたが、

だんだんコツを掴み、みんな上手にできるようになりました。

「小さい頃の夢は？」「ラーメンを作るうえでの工夫は？」な

ど、たくさんの質問がありました。みんなが大好きなラーメン

店のお話を聞くことができ、大変楽しい時間を過ごすことがで

きました。

「お店の帰り際に、店員さんに美味しかったです、ごちそうさ

までしたと伝えてあげると喜びますよ」と心あたたまるお言葉

をいただきました。



●ゲストティーチャー：UX新潟テレビ21 大石悠貴アナウンサー

UX新潟テレビ21の大石悠貴アナウンサーをお招きしました。UX新潟テレビ21は、テレビ朝日系列の全国

ネット番組と新潟県内向けの番組をご提供されており、様々なコンテンツを地元視聴者に届けているテレビ

局です。大石アナウンサーは、主に平日夕方に放送されているニュース番組「スーパーＪにいがた」でス

ポーツ関連の取材・実況をご担当されています。

UX新潟テレビ21のご紹介と大石アナ

ウンサーがご担当されている番組な

どお話していただきました。

ニュース番組ができるまでの貴重なVTRを見せていただき、

ニュースで一番大切なことをみんなに伝えて下さいました。

「カメラは何台ある？」「１台いくら？」などのクイズもあり、

とても盛り上がりました。

アナウンサー体験では、アナウンスする際のポイントを教え

ていただき、お手本を見せて下さいました。

各クラスから２人ずつ、実際に放送されたニュースを流し、原稿読みに挑戦しました。映像に合わせてアナ

ウンスすることの難しさ・緊張感が伝わってきました。大石アナウンサーが、４人共はっきり・丁寧にを意

識して伝えていて素晴らしかったと褒めて下さいました。みんなから大きな拍手が送られました。

アナウンサーをやっていて良かったと

思うことは、「たくさんの人に出会え

ること」だそうです。

子どもたちも大石アナウンサーに出会

い、貴重なお話を聞いたり、体験させ

ていただけたことが大変有意義な学び

となりました。


